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つながる世界
つなげる未来
ゴミを減らして
自然を守ろう！

ゴミ
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♣　＝開所時間　 ＝休所日♡＝対象◎ ＝定員、定数☆ ＝料金、費用＄ ＝申し込み＃ ＝問い合わせ♥ ＝手話通訳Α ＝要約筆記Β ＝市の担当課＊ ＝共通の内容♦＝FAX

　令和4年の生物多様性条約締約国会議（COP15）に
おいて採択された「昆明・モントリオール生物多様性枠
組」では、生物多様性の損失を止め回復軌道に乗せる、
いわゆる「ネイチャーポジティブ（自然再興）」が掲げら
れています。
　北九州市では、今年の6月を「ネイチャーポジティブ
PR強化月間」として、いろいろなイベントを開催します。

食品ロス～自然環境を守るのは、まず家庭から。

　日本では、本来は食べられるのに捨てられている食品、いわゆる「食品ロス」が年間472万トン発生しており、家庭から発生す
るものがその半分を占めるといわれています。ぜひ楽しみながら工夫して食品ロスを減らし、自然の恵みを大切にしましょう!

食品ロスの発生量
（農林水産省・環境省 令和4年度推計）
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▲各区での
開催情報など
詳細はコチラ 詳細は9ページをご覧ください

「親子生ごみコンポスト化講座」
の参加者募集中

※参加には「Biome」アプリのダウンロードが必要です。

　生き物を撮影すると、それが何の生き物か、どれくらい珍しいも
のかを知ることができたり、コレクションしたりすることができるス
マートフォンアプリ「Biome」。
　北九州市内で生き物を探して投稿し、さらに響灘ビオトープ（若
松区響町一丁目）や曽根干潟（小倉南区）などを巡ることでポイント
が加算される「いきものクエスト」を開催します。さまざまなミッショ
ンを達成した参加者には抽選で景品を進呈します。

6月1日（日）～7月31日（木）6月1日（日）～7月31日（木）

いきものコレクションアプリ
Biome（バイオーム）コラボイベント

注目イベント

　家庭から出るごみの3
分の1が生ごみです。
　生ごみをコンポスト化
することで、ごみを減ら
し、堆肥として活用する
ことができます。

今年の6月は
「ネイチャーポジティブPR強化月間」です！

参考：消費者庁・環境省パンフレット

●お皿に残った
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使う分・食べ切れる量だ
け買う
まとめ買いを避け、必
要な分だけ
買って、食べ
切る

▶

食品に記載された保存
方法に従って保存する
▶

野菜は、冷凍・ゆでる
などの下処
理をして、
ストックす
る

▶

冷蔵庫や食品庫にある
食材を確認する
メモ書きしたりスマート
フォンで撮影
したりして、
買い物時の
参考にする

▶

残っている食材から使
う
▶

作り過ぎて残った料理
は、リメイク
レシピなど
で工夫する

▶

体調や健康、家族の予
定も考慮する
▶

利用予定と照らして、期
限表示を確認する
すぐ使う食品は、棚の
手前から取る
▶

必要な分だけ買う 期限表示を知って、
賢く買う

買い物前に、
食材をチェック

北九州市では も行っています!こ ん な 取 り 組 み
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フードドライブ 生ごみコンポスト

北九州市の身近な生きものたちの魅力を再発見！北九州市の身近な生きものたちの魅力を再発見！

ゴミ

©ていたん&ブラックていたん,北九州市

　家庭に眠っている食品や、運搬での外装のつぶれや商
品表示の印刷ミスなどで販売できない食品（食品ロス）
を持ち寄り、食品を必要とするフードバンクや子ども食
堂、福祉施設などに寄付する活動です。

減量!

◀その他のイベントや
　アーバンネイチャー北九州
　についてはコチラ

♥環境局ネイチャーポジティブ推進課
　☎582・2239

2020年を基準年に、
2030年までに

生物多様性の損失を
反転させる

2050年
までに

完全回復
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